
　

８
月
は
、
道
路
を
利
用
す
る
皆

さ
ん
に
道
路
の
役
割
や
重
要
性
を

再
認
識
し
て
い
た
だ
く「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」で
す
。

　

安
全
で
快
適
に
道
路
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
身
近
な
道
路
を
見
つ

め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
度

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」推
進
標
語

「
い
い
出
会
い　

い
い
道
か
ら
の　

贈
り
物
」

   

管
理
課

　
　

☎
33
―
１
１
０
２

　

７
月
20
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
は
、

夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
で
す
。

　

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
中
は
、

解
放
感
か
ら
起
こ
る
事
故
や
、
暑

さ
で
注
意
が
散
漫
と
な
る
事
故
の

発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
ル
ー
ル

の
順
守
と
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交

通
事
故
防
止
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

   

消
防
防
災
課

　
　

☎
33
―
１
０
５
２

配
布
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

   

農
林
水
産
課

　
　

☎
33
―
１
０
７
１

　

広
域
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
各
学
校
施
設
等
の
工
事
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
広
域
避
場
所
と

し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
災
害

時
は
、
ほ
か
の
広
域
避
難
場
所
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
場
所

・ 

旧
八
束
小
学
校　

平
成
28
年
３

月
末
ま
で

・ 

富
浦
小
学
校　

平
成
28
年
２
月

上
旬
ま
で

・ 

富
浦
体
育
館　

平
成
28
年
１
月

末
ま
で　

・ 

富
山
中
学
校　

平
成
28
年
３
月

末
ま
で

・ 

千
倉
小
学
校　

平
成
27
年
10
月

上
旬
ま
で

・ 

嶺
南
中
学
校　

平
成
28
年
２
月

末
ま
で

※ 

津
波
が
発
生
し
た
時
は
、
避
難

場
所
を
目
標
に
逃
げ
る
の
で
は
な

く
、
近
く
の
高
台
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。
津
波
が
完
全
に
治
ま
っ

て
か
ら
、
近
く
の
避
難
場
所
に
移

動
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

   
消
防
防
災
課

　
　

☎
33
―
１
０
５
２

　

私
有
地
の
樹
木
が
道
路
に
張
り

出
し
て
通
行
を
妨
げ
た
り
、
家
屋

が
ひ
ど
く
老
朽
化
し
、
瓦
や
外
壁

が
道
路
に
飛
散
す
る
恐
れ
の
あ
る

場
所
が
見
ら
れ
ま
す
。
歩
行
者
や

自
動
車
な
ど
の
事
故
防
止
や
、
強

風
や
大
雨
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

所
有
者
は
適
正
な
管
理
を
し
、
道

路
の
安
全
確
保
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
原
因
で
、
歩
行
者
や

自
動
車
な
ど
に
事
故
が
起
き
た
場

合
、
所
有
者
の
責
任
が
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

   

管
理
課

　
　

☎
33
―
１
１
０
２

　

市
で
は
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
門
松
カ
ー
ド
を
各
戸
に
無

償
配
布
し
て
き
ま
し
た
が
、
正
月

飾
り
の
多
様
化
や
行
政
改
革
の
観

点
か
ら
、
無
償
各
戸
配
布
を
廃
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
し
て
い
た
皆
さ
ん
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
は
、

行
政
区
単
位
で
実
費
に
て
購
入
・
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お
し
ら
せ

夏
の
交
通
安
全
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
思
い
や
り　

ゆ
と
り
は

無
事
故
へ　

続
く
道
」

広
域
避
難
場
所
の
使
用
を
一
時

停
止
し
ま
す

門
松
カ
ー
ド
の
無
償
各
戸

配
布
終
了
の
お
知
ら
せ

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

道
路
沿
い
の
樹
木
や
家
屋

の
適
正
な
管
理
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

富
浦
地
区

・ 

富
浦
小
学
校（
工
事
中
）・
富
浦

中
学
校
・
旧
八
束
小
学
校（
工

事
中
）・
富
浦
体
育
館（
工
事

中
）・
大
房
岬
自
然
の
家

富
山
地
区

・ 

富
山
公
民
館
・
旧
平
群
小
学

校
・
富
山
中
学
校（
工
事
中
）・

富
山
小
学
校

三
芳
地
区

・ 

三
芳
小
学
校
・
三
芳
中
学
校
・

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

白
浜
地
区

・ 

白
浜
中
学
校
・
白
浜
小
学
校

千
倉
地
区

・ 

千
倉
総
合
運
動
公
園
・
旧
七
浦

小
学
校
・
旧
忽
戸
小
学
校
・
千

倉
小
学
校（
工
事
中
）・
千
倉
中

学
校
・
千
倉
子
ど
も
園（
旧
朝

夷
小
学
校
）

丸
山
地
区

・ 

丸
小
学
校
・
南
小
学
校
・
嶺
南

中
学
校（
工
事
中
）・
丸
山
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・

丸
山
公
民
館

和
田
地
区

・ 

南
三
原
小
学
校
・
嶺
南
中
学
校

和
田
校
舎
・
く
す
の
木
・
和
田

小
学
校
・
北
三
原
多
目
的
研
修

集
会
施
設

広
域
避
難
場
所



2

長
崎
へ
の
投
下
時
刻

８
月
９
日
午
前
11
時
２
分

    

総
務
課

　
　

 

☎
33
―
１
０
２
１

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は

中
小
企
業
の
振
興
と
従
業
員
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
中
小
企
業
向
け
の
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。

　

掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
掛
金

の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
、
ま

た
、
パ
ー
ト
従
業
員
や
家
族
従
業

員
も
加
入
で
き
ま
す
。

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

平
成
28
年
１
月
15
日

（
金
）

　

   環
境
保
全
課　

　
　

 

☎
33
―
１
０
５
３

　

南
房
総
市
の
川
に
は
ど
ん
な
生

き
も
の
が
い
る
の
か
、
み
ん
な
で

探
し
て
み
よ
う
。

と
き　

８
月
２
日（
日
）

時
間　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　

午
前
11
時
30
分
ま
で

　
　
　

＊
雨
天
中
止

と
こ
ろ　

千
葉
県「
酪
農
の
さ
と
」

対
象　

小
学
生（
小
学
校
４
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
。）

講
師　

鈴
木
優
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人　

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
千
葉

県
協
議
会
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

不
要

※ 

川
に
入
っ
て
も
よ
い
服
装
、
長

靴
を
履
く
。

　

 

網
・
バ
ケ
ツ
な
ど
は
各
自
で
用

意
。
暑
さ
対
策
に
水
分
補
給
は

忘
れ
ず
に
。

　

   南
房
総
エ
コ
ネ
ッ
ト
事
務
局

　
　

 

☎
33
―
１
１
７
１

　

制
度
の
詳
し
い
内
容
は
中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
へ
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

   中
小
企
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部

　

☎
０
３
―
６
９
０
７
―
１
２
３
４

　

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

新
設
の
設
置
を
す
る
場
合
、「
住
宅

用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
費
補

助
金
」と
し
て
、
該
当
し
て
い
る

人
に
は
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
対
象
者

・ 

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
ま
た
は

実
績
報
告
書
の
提
出
ま
で
に
市

内
に
住
所
が
あ
る
人
。

・ 

自
ら
居
住
ま
た
は
居
住
を
予
定

し
て
い
る
一
戸
建
て
住
宅（
店

舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
を
含

む
）に
使
用
す
る
た
め
に
設
置

す
る
人
。

・ 

住
宅
の
供
給
者
か
ら
補
助
金
対

象
設
備
が
あ
ら
か
じ
め
設
置
さ

れ
た
市
内
の
一
戸
建
住
宅
を
居

住
用
に
取
得
予
定
の
人
。

・ 

市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
人
。

・ 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
場
合

は
、
実
績
報
告
書
の
提
出
ま
で

に
電
力
会
社
と
電
力
受
給
契
約

を
契
約
す
る
人
。

　

今
年
は
、
広
島
と
長
崎
に
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
70
年
目

を
迎
え
ま
す
。
原
爆
死
没
者
の
冥

福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈

念
し
て
投
下
時
刻
に
１
分
間
の
黙

と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
平
和

な
世
界
を
願
い｢

非
核
平
和
都
市｣

を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

広
島
へ
の
投
下
時
刻

８
月
６
日
午
前
８
時
15
分

補
助
対
象
設
備
及
び
補
助
金
額

（
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

と
な
り
ま
す
。）

・ 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

上
限
額　

７
万
円

　

 （
太
陽
電
池
最
大
出
力
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
２
万
円
）

・ 

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

　
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

　

上
限
額　

10
万
円

・ 

定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

シ
ス
テ
ム

　

上
限
額　

10
万
円

・ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

　
（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）

　

上
限
額　

１
万
円

・ 

電
気
自
動
車
充
給
電
設
備

　

上
限
額　

５
万
円

・ 

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

　

上
限
額　

５
万
円

交
付
申
請　

工
事
着
工
前
に
補
助

金
の
交
付
申
請
を
し
、
交
付
決
定

通
知
を
受
け
て
か
ら
設
置
工
事
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
様
式
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
環
境
保
全
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
設
備
の
要
件
等

　

補
助
金
に
は
要
件
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
環
境
保
全
課
ま
で
お
問

お
し
ら
せ

中
小
企
業
の
退
職
金　

国
の

制
度
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

〜
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
〜

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す

第
５
回

水
辺
の
生
き
も
の
観
察
会

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
の
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

ぼ
し
ゅ
う

　世界の恒久平和は、人類共通の願いで
あります。
　この願いを実現するためには、世界の
人々が互いに理解を深め合い、生命の尊
さを認識し、戦争のない平和な社会を追
求していかなければなりません。
　私たち南房総市民は、日本国憲法に掲
げる崇高な理想を深く自覚し、武力によ
る紛争をなくすとともに、核兵器の廃絶
を訴え、世界の人々と共に手を携えて、
かけがえのない地球の恒久平和実現のた
め、ここに南房総市を「非核平和都市」
とすることを宣言します。

平成 18 年 12 月 26 日

非核平和都市宣言



3

数
に
応
じ
て
）２
万
円
〜
50
万
円

身
障
見
舞
金（
身
体
障
害
等
級
１

級
又
は
２
級
）50
万
円　

交
通
遺
児
見
舞
金　

遺
児
一
人
に

つ
き
10
万
円

申
し
込
み
・
受
付　

申
し
込
み

は
、
総
務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
各
地
域
セ
ン
タ
ー

で
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

総
務
課

　
 　

☎
33
―
１
０
２
１

研
修
期
間　

10
月
10
日（
土
）か
ら

平
成
28
年
２
月
７
日(
日)

費
用　

受
講
料
６
２
，
０
０
０
円

（
各
種
助
成
制
度
あ
り
）

対
象　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
全

日
程
に
出
席
で
き
る
人

応
募
方
法　

受
講
申
込
書
を
提
出

募
集
人
数　

16
名（
先
着
順
）

募
集
締
切　

８
月
31
日（
月
）

　

  

Ｊ
Ａ
安
房
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
土
・
日
・
祝
日
可
）

　
　

☎
20
―
５
１
９
０

庁
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
市
内
道
の
駅
、

市
観
光
協
会
で
配
付
し
ま
す
。

賞
品　

①
最
優
秀
賞
：
１
点（
賞

金
５
万
円
）、
②
優
秀
賞
：
２
点

（
賞
金
１
万
円
）、
③
佳
作
：
５
点

（
特
産
品
）

※ 

応
募
規
定
、
応
募
作
品
の
取
扱

い
な
ど
に
つ
い
て
は
、
応
募
用

紙
裏
面
の
募
集
要
項
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

　

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

　
　
　

 

☎
33
―
１
０
９
１

テ
ー
マ　

健
康
か
み
か
み
弁
当

と
き　

11
月
29
日（
日
）午
前
10
時

か
ら
午
後
２
時
ま
で

と
こ
ろ　

千
葉
県
口
腔
保
健
セ
ン

タ
ー

応
募
資
格　

千

葉
県
内
に
在

住
・
在
勤
・
在

学
さ
れ
て
い
る

人
で
コ
ン
ク
ー

ル
当
日
に
参
加

可
能
な
人

応
募
締
め
切
り

９
月
18
日（
金
）当
日
消
印
有
効

表
彰　

応
募
作
品
を
書
類
審
査
の

う
え
、
10
点
選
考
し
、
コ
ン
ク
ー

ル
当
日（
11
月
29
日
）実
際
に
調
理

し
た
お
弁
当
２
個（
同
じ
も
の
を

審
査
用
・
展
示
用
と
し
て
）を
持

参
い
た
だ
き
各
賞
を
決
定
。

主
催　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会

　

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会

　

☎
０
４
３
―
２
４
１
―
９
９
０
３

送
付
先

　

〒
２
６
１
―
０
０
０
２

　

千
葉
市
美
浜
区
新
港
32
―
17

　

千
葉
県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　

交
通
災
害
共
済
は
、
利
益
を
目

的
と
し
な
い
住
民
相
互
の
共
済
制

度
で
、
公
共
団
体
が
運
営
し
て
い

る
安
心
、
有
利
な
制
度
で
す
。

　

年
間
７
０
０
円
の
掛
金
で
、
交

通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
最
高

１
５
０
万
円
の
見
舞
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　

８
月
は
、
一
斉
加
入
推
進
月
間

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
こ

の
機
会
に
御
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
会
費　

７
０
０
円

共
済
期
間　

９
月
１
日
か
ら
翌
年

の
８
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

見
舞
金
の
対
象
と
な
る
事
故　

自

動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
な

ど
に
よ
る
人
身
事
故
で
、
自
動
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
交
通
事

故
証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
事
故

見
舞
金
の
額　

死
亡
見
舞
金　

１
５
０
万
円　

傷
害
見
舞
金（
入
院
・
通
院
実
日

　

観
光
振
興
を
目
的
に
、
み
な
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
南
房
総
市
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

　

南
房
総
市
へ
親
し
み
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
明
る
く
安
心
感
が

あ
り
、
愛
着
が
わ
く
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
、
全
身
が
わ
か
る
作
品

で
あ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ

の
作
成
な
ど
、
幅
広
く
活
用
で
き

る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
。

公
募
期
間　

８
月
15
日（
土
）必
着

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効

応
募
方
法　

専
用
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
デ
ザ
イ
ン

は
手
書
き（
Ａ
３
サ
イ
ズ
）ま
た
は

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ（
５
Ｍ
Ｂ
以
下

の
Ｊ
Ｐ
Ｇ
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形

式
）で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
提
出
で

き
ま
す
。

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
、
何
点

で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
応
募
用

紙
１
枚
に
つ
き
、
１
作
品
と
し
ま

す
。
※
応
募
用
紙
は
市
観
光
Ｈ
Ｐ

「
南
房
総
い
い
と
こ
ど
り
」で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
市
役
所
本

平
成
27
年
介
護
職
員
初
任

者
研
修

(

通
信
制)
受
講
者
募
集

「
か
む
子
・
の
び
る
子
・

元
気
な
子
」料
理
コ
ン
ク

ー
ル
募
集

ぼ
し
ゅ
う

義援金にご協力ください
名称　屋久島町口永良部島新岳噴火災害義援金
期限　12 月 25 日（金）まで
方法　ゆうちょ銀行・郵便振替（送金手数料は無料）
加入者名　日赤口永良部島噴火災害義援金
口座番号　００９００ ―６ ―２０８１２０
・ 受領証を希望する場合は、「受領証希望」と明記。
・物品は、受付しません。
　日本赤十字社千葉県支部　☎０４３－２４１－７５３１

南
房
総
市
の
イ
メ
キ
ャ
ラ

募
集

加
入
し
ま
し
た
か
！

交
通
災
害
共
済

〜
年
会
費
７
０
０
円
！

　
　
　
　

会
員
募
集
〜
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・ 

鴨
川
消
防
署　

救
急
隊

　

☎
04
―
７
０
９
３
―
２
１
３
１

・ 

千
倉
分
署　

救
急
隊

　

☎
44
―
２
１
０
０

・ 

鋸
南
分
署　

救
急
隊

　

☎
55
―
３
２
５
０

※ 

す
べ
て
の
受
付
場
所
で
２
会
場

の
受
付
。
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
の
詳
細

は
受
付
時
に
説
明
し
ま
す
。

　

ゆ
う
ひ
が
丘
保
育
園
で
は
、
子

育
て
支
援
特
別
講
演
会
を
行
い
ま

す
。

講
師　

哀
川　

翔
さ
ん（
俳
優
、

タ
レ
ン
ト
）

テ
ー
マ　

子
ど
も
に
見
せ
る
親
の

背
中

と
き　

９
月
５
日（
土
）午
後
２
時

か
ら（
午
後
１
時　

開
場
）

と
こ
ろ　

南
総
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料　

１
，
０
０
０
円（
２
歳

未
満
無
料
）

　

　

 

社
会
福
祉
法
人
櫻
の
会

　
　
　

 

ゆ
う
ひ
が
丘
保
育
園

　
　
　

 

☎
44
―
１
９
８
８

　

市
内
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し

て
事
業
を
展
開
す
る
事
業
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る「
南
房
総
産
ビ
ジ
ネ

ス
倶
楽
部（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）」で
は
、
第

３
回　

商
品
開
発
・
販
路
開
拓
セ

ミ
ナ
ー　
「
鍵
は
コ
ラ
ボ
成
長
に

あ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

講
師　

㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
代
表
取
締
役　

羽
根
拓
也
さ
ん

と
き　

８
月
18
日(

火)

午
後
２
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30

分と
こ
ろ　

市
役
所
別
館
１
大
会
議
室

受
講
料　

無
料

対
象　

①
市
内
で
農
林
水
産
業
を
営
む
人

② 

農
林
水
産
物
の
流
通
、
加
工
業

を
営
む
人

③ 

農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品
の

販
売
業
を
営
む
人

※ 

①
市
内
に
農
地
や
施
設
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
、
②
③
は
市

内
外
問
い
ま
せ
ん
。
Ｍ
Ｂ
Ｃ
会

員
以
外
も
対
象
で
、
初
め
て
参

加
も
可
で
す
。

申
込
期
限　

８
月
７
日（
金
）

　

　

 

Ｍ
Ｂ
Ｃ
事
務
局（
農
林
水

産
課
）

　
　
　

 

☎
33
―
１
０
７
３

　

南
房
総
弓
道
会
で
は
、
第
１
回

弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
こ
の
機
会
に「
弓
道

初
段
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

と
き　

10
月
５
日（
月
）か
ら
平
成

28
年
３
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
30

分
ま
で

と
こ
ろ　

三
芳
弓
道
場（
三
芳
地

域
セ
ン
タ
ー
脇
）

定
員　

20
人（
先
着
順
）

対
象
者　

市
民（
鋸
南
町
含
む
）お

よ
び
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人

（
学
生
除
く
）

参
加
費　

３
，
０
０
０
円（
傷
害

保
険
含
む
）

募
集
期
間　

８
月
１
日（
土
）か
ら

９
月
15
日（
火
）ま
で

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、「
弓
道
教
室
参
加
希
望
」と
記

入
の
う
え
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

服
装　

運
動
の
で
き
る
服
装
お
よ

び
白
足
袋
ま
た
は
靴
下
着
用

道
具　

弓
道
会
が
準
備
し
ま
す
。

　

　

 

〒
２
９
９
―
２
２
２
５

　
　
　
　

  

南
房
総
市
竹
内
２
４
０
―
１

　

突
然
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族

や
友
人
が
目
の
前
で
倒
れ
た
と
し

た
ら
、
あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す

か
？

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
実
際
に

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

と
き　

９
月
12
日（
土
）

と
こ
ろ　

・ 

館
山
市
菜
の
花
ホ
ー
ル

・ 

鴨
川
市
文
化
会
館

時
間　

各
会
場
と
も

・ 

普
通
救
命
講
習
Ⅰ　

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

・ 

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

受
付
期
間　

８
月
24
日（
月
）か
ら

９
月
６
日（
日
）ま
で

募
集
人
員　

各
会
場
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

対
象　

中
学
生
以
上

参
加
費　

テ
キ
ス
ト
代
１
４
１
円

受
付
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

・ 

館
山
消
防
署　

救
急
隊

　

☎
22
―
２
９
０
３

堀
海
弘
二
宛

　
　
　

 

☎
57
―
２
１
９
２

　
（
一
社
）千
葉
県
歯
科
医
師
会
が

主
催
す
る
、
未
就
業
歯
科
衛
生
士

の
復
職
や
就
業
を
支
援
す
る
研
修

会
で
す
。（
受
講
料
無
料
）

対
象　

歯
科
衛
生
士
資
格
を
持
つ

未
就
業
の
人

と
き　

８
月
30
日（
日
）、
９
月
６

日（
日
）　

全
２
日　

各
午
前
９
時

30
分
か
ら
午
後
５
時

と
こ
ろ　

千
葉
県
歯
科
医
師
会
館

定
員　

40
名（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

　

お
電
話
で
も
受
付
し
て
お
り
ま

す
。

　

　

 

千
葉
県
歯
科
医
師
会

　

☎
０
４
３
―
２
４
１
―
６
４
７
１

　

FAX
０
４
３
―
２
４
８
―
２
９
７
７

千
葉
県
歯
科
医
師
会

未
就
業
歯
科
衛
生
士

リ
カ
バ
リ
ー
コ
ー
ス

ぼ
し
ゅ
う

安
房
郡
市
消
防
本
部

「
普
通
救
命
講
習
」

ゆ
う
ひ
が
丘
保
育
園

子
育
て
支
援
特
別
講
演
会

南
房
総
弓
道
会

第
１
回「
弓
道
教
室
」

農
商
工
連
携
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
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県
民
手
帳

を
今
年
も
発

売
し
ま
す
。

価
格　

１
冊

５
０
０
円

大
き
さ　

縦

１
４
５
㎜
×
横
85
㎜

色　

紺
ま
た
は
黄
色

　

県
の
統
計
資
料
や
、
公
共
機
関

な
ど
の
情
報
も
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は
、
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
電
話
番
号
・

希
望
の
色（
紺
ま
た
は
黄
色
）と
数

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
＊
フ
ァ

ク
ス
で
の
申
し
込
み
は
任
意
様
式

で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。）

申
込
期
限　

８
月
24
日（
月
）

引
渡
予
定　

10
月
上
旬
以
降
、
代

金
引
き
換
え
で
、
情
報
推
進
課
ま

た
は
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地

域
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

　

情
報
推
進
課

　
　
　

 

☎
33
―
１
０
０
３

　
　
　

 

FAX
　

20
―
４
５
９
６

　

各
種
統
計
調
査
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
は
、
統
計
調
査
の

実
施
に
あ
た
り
、
調
査
の
依
頼
、

調
査
票
の
配
布
・
回
収
・
検
査
の

業
務
に
従
事
し
ま
す
。

　

統
計
調
査
の
円
滑
な
実
施
と
統

計
の
正
確
性
を
確
保
す
る
う
え
で
、

極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

２
０
１
６
年
版
県
民
手
帳

予
約
受
付
を
始
め
ま
す

統
計
調
査
員
募
集

各種統計調査の予定

調査名 実施予定年 関係省庁 備　考

経済センサス
―活動調査 平成 28 年 総務省 ５年毎

工業統計調査 平成 28 年 経済産業省 毎　年

漁業センサス 平成 30 年 農林水産省 ５年毎

住宅・土地統計調査 平成 30 年 総務省 ５年毎

調
査
員
の
仕
事
の
流
れ

（
＊
調
査
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま

す
。）

１　

調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席

　
　
　
　
　
　

←

２　

 

調
査
対
象
や
調
査
区
域
の
確

認

　
　
　
　
　
　

←

３　

 

調
査
対
象
へ
調
査
書
類
の
配

布
と
調
査
票
記
入
の
依
頼

　
　
　
　
　
　

←

４　

調
査
票
の
回
収

　
　
　
　
　
　

←

５　

調
査
票
の
整
理
と
提
出

調
査
員
の
要
件

・
20
歳
以
上
の
人

・ 

心
身
が
健
康
で
あ
り
、
調
査
事

務
を
遂
行
で
き
る
人

・ 

調
査
上
知
り
得
た
事
項
を
他
に

漏
ら
さ
な
い
人

・ 

選
挙
関
係
者
、
警
察
・
税
務
事

務
に
直
接
関
係
の
な
い
人

調
査
員
の
身
分

・ 

調
査
期
間
は
非
常
勤
公
務
員
と

な
り
ま
す
。

※ 

調
査
活
動
中
に
、
交
通
事
故
な

ど
の
災
害
に
遭
っ
た
場
合
に
は
、

公
務
災
害
補
償
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

調
査
員
の
報
酬

・ 

調
査
活
動
の
対
価
と
し
て
、
国

の
算
定
基
準
に
よ
り
支
払
わ
れ

ま
す
。

そ
の
他

　

調
査
員
の
登
録
を
し
て
い
た
だ

く
と
統
計
調
査
の
実
施
時
に
連
絡

を
し
ま
す
。

・ 

長
年
に
わ
た
る
調
査
活
動
な
ど

で
、
特
に
功
績
の
顕
著
な
統
計

調
査
員
に
対
し
て
は
、
国
や
県

な
ど
か
ら
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
。

・ 

す
で
に
各
種
統
計
に
従
事
し
た

人
は
改
め
て
登
録
は
不
要
で
す
。

　

情
報
推
進
課　

統
計
係　

　
　

 

☎
33
―
１
０
０
３

統計調査を装った「かたり調査」にご注意を！
　世帯を対象とした統計調査において、「かたり調査」が
発生しているとの事例が、他市で発生しました。
　「かたり調査」とは、国勢調査など、行政機関が行う統
計調査であるかのような、紛らわしい表示や説明をして、
世帯などから個人情報などを詐取する行為のことです。「か
たり調査」は、統計調査の実施を妨げるだけでなく、詐欺
やその他の犯罪にも繋がりかねないので、ご注意ください。

｠「かたり調査」の判断のポイント
　国や地方公共団体の職員、統計調査員などが、皆さまに
対し、電話や電子メールで統計調査の依頼をしたり、個人
や世帯の情報を調査することは絶対にありません。
　統計調査員は、常に調査員証を携帯しています。調査員
証を携帯していない者が訪問した場合、統計調査員になり
すましている可能性があります。

　不審に思った場合は、情報推進課統計係までお問い合わ
せください。
　情報推進課　統計係　☎３３―１００３
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振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
な
勧
誘

電
話
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、「
迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ
カ
ー
」の

無
料
モ
ニ
タ
ー
を
先
着
１
０
０
世

帯
限
定
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
器
は
、
自
宅
の
固
定
電

話
回
線
に
取
り
付
け
る
こ
と
で
、

登
録
さ
れ
た
迷
惑
電
話
番
号
か
ら

着
信
が
あ
っ
た
場
合
に
音
声
や
ラ

ン
プ
で
警
告
す
る
も
の
で
、
現
在
、

迷
惑
電
話
番
号
２
万
５
千
件
以
上

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
随
時
更
新

さ
れ
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
期
間　

平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で

※ 

機
器
は
、
期
間
終
了
後
に
返
却

振
り
込
め
詐
欺
を
未
然
に
防

ぐ「
迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ
カ
ー
」

の
無
料
モ
ニ
タ
ー
募
集

ぼ
し
ゅ
う

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

期
間
終
了
後
も
引
き
続
き
利
用

し
た
い
場
合
は
、
別
途
提
供
業

者
と
契
約
し
、
月
額
６
６
７
円

（
税
抜
き
）で
利
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
対
象
者　

次
の
①
・
②

に
当
て
は
ま
る
人

① 

自
宅
の
固
定
電
話
で
、
番
号
表

示
サ
ー
ビ
ス（
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
な
ど
）を
利
用
し
て
い
る

人
② 
モ
ニ
タ
ー
期
間
中
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
迷
惑
電
話
情
報

の
提
供
が
で
き
る
人

受
付
場
所　

消
防
防
災
課
お
よ
び

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
・
各
地
域
セ

ン
タ
ー

持
ち
物　

運
転
免
許
証
な
ど
の
身

分
証
明
書
※
代
理
人
の
場
合
は
、

代
理
人
の
身
分
証
明
書
も
必
要

　

　

消
防
防
災
課

　
　
　

  

☎
33
―
１
０
５
２

　住民税の課税所得が145万円以上の人は医療費の3割を負担します。ただし、課税所得が145万円以上
の人で次に該当する人は、申請すると1割負担になります。

被保険者が1人の世帯
・前年の収入が383万円未満 
・ 前年の収入が383万円以上で同一世帯の70歳から74歳までの人の収入を合算して520万円未満 
被保険者が2人以上の世帯
・被保険者の前年の収入合計が520万円未満※収入とは必要経費を引く前の金額です（表参照）。

表　基準収入額適用判定基準

※ 65 歳以上の人で一定の障害があり、すでに後期高齢者医療制度の対象になっている人を含む。

　「後期高齢者限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関に提示すると、医療機関での支払いが自
己負担限度額までとなり、入院時の食事代（標準負担額）も減額されます。現在、認定証をお持ちで、平
成27年度も住民税が非課税の世帯の場合は、新しい認定証を7月下旬に送ります。 

後期高齢者医療（基準収入額適用申請）
負担割合が3割の人でも収入額によって、申請すると1割負担に変更になる場合があります

住民税非課税世帯の人は、医療機関窓口での支払い金額が軽減される制度があります

   保険年金課　☎３３―１０６０

75歳以上の人（※）が1人
の世帯

前年の収入が383万円未満 1割

前年の収入が383万円以上で、同一世帯の70歳から74歳の人
の収入を合算して520万円未満 1割

前年の収入が383万円以上で、同一世帯の70歳から74歳の人
の収入を合算して520万円以上 3割

75歳以上の人（※）が2人
以上いる世帯

被保険者の前年の収入合計が520万円未満 1割

被保険者の前年の収入合計が520万円以上 3割
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図書館　　☎ 40-1120
開館時間　午前 9時～午後 5時
（水曜のみ　午前 9時～午後 7時）
休館日　　月曜日・祝日・年末年始

図書館だより
〒 295-0004　南房総市千倉町瀬戸 2340-5　http：//www.city.minamiboso.chiba.jp/0000000999.html

・・・第1回　ミニビブリオバトルを実施！・・・
　6月6日（土）、第1回ミニビブリオバトル（本の紹介コミュニケーションゲーム）を実施しました。

　このゲームは、お友達にぜひ読んで欲しい本を一冊持って参加し、
読んでもらいたい気持ちを発表します。最後に参加者全員で、どの本
を一番読みたくなったかを一人1票で投票し、投票数の多かった本を
「チャンプ本」とします。
　今回は、お友達に紹介したい「絵本」をテーマに行い、1年生の部で
は、千倉小学校の押元莉央さんが「みどりいろのたね」を、同じく千倉
小学校の山梨友佑希さんが「りんごかもしれない」を紹介してくれまし
た。初めての体験にもかかわらず、しっかりと大きな声で紹介するこ
とができました。参加者が2人だったのでチャンプ本は決められませ
んでしたが、『楽しかった』と、

笑顔で感想を言ってくれました。
　2年生の部には、昨年に引き続き千倉小学校の鈴木倫太朗さんが参加
し、「しずちゃんのおつかい」を紹介してくれました。これまでの経験を
生かし、3分間という紹介する時間を上手に使い、面白さを分かりやす
く紹介してくれました。

○ 「みどりいろのたね」（福音館書店）・・・クラスで畑に種をまくこと
になりました。まあちゃんは、種といっしょにメロンあめを一粒う
めてしまいました。さあ大変！土の中では種とあめが大げんか！
○ 「りんごかもしれない」（ブロンズ新社）・・・ひとつのりんごをめぐって、次から次へと繰り広げられる、不
思議でユニークな世界を発想力豊かに描いています。さまざまな世界が絵本の中に広がります。
○ 「しずちゃんのおつかい」（ひかりのくに）・・・おばあちゃんに薬を届けるお手伝いをするしずちゃん。弟の
とよきちも一緒に行くのですが・・・かきこまれた昔の町の様子が楽しく描かれています。

＜一般書＞
・美女千里を走る　　　　 　　　　　林　真理子
・贖い　　　　　　　　　 　　　　　五十嵐貴久
・ドクター・スリープ 上・下 　スティーヴン　キング
・勁草　　　　　　　　 　　　　　　黒川　博行
・まったなし　　　　　 　　　　　　畠中　　恵
・朝が来る　　　　　　 　　　　　　 村　深月
・闇に咲く　　　　　　　 　　　　あさのあつこ
・マインド　　　　　　　　　　　 　今野　　敏
・蒼天見ゆ　　　　　　 　　　　　　葉室　　麟
・衣にちにち　　　　　　　　　　　 群　ようこ

＜児童書＞
・なつはひるね　　　　　　　　　　村上　康成
・ウソつきとスパイ　　　　レベッカ　ステッド
・のりものおばけずかん　　　　　　斉藤　　洋
・ぜんぶわかる！アサガオ　　　　　渡邉　弘晴
・きをつけて１～３　　　　　　　　五味　太郎
・ぼくのたからもの　　　　　　　　鈴木まもる
・だいすきスイーツで自由研究　　　盛口　　満
・13歳の少女が見た沖縄戦　　　　  安田未知子
・とびばこバーン　　　　　　　　　升井　純子
・はれるんのぼうさい教室　　　　　堀江　　譲 

●●●●●●● 新着図書紹介 ●●●●●●●

　第2回 ミニビブリオバトルは、8月22日（土）1年生の部は午前9時から、2年生の部は午前10時30分から
図書館で行います。興味がわきましたら、図書館へ電話で申し込んでください。多くの子どもたちの参加を
待っています。詳細は、ホームページに掲載しています。7月23日（木）より受付を開始します。

※ 図書館では、毎週新しい図書を購入しています。ここで紹介している図書はその一部です。

（1年生の部）

（2年生の部）



8

　　　こ そ だ て　　　　8月

名　　称 と　　　き と　こ　ろ 問い合わせ
絵本はともだち 7日（金） 10：00 ～ 11：30 三芳農村環境改善センター

図書館　☎ 40―1120

絵本おはなし会 8日（土） 10：00 ～ 11：00 丸山公民館
千倉おはなし会 8日（土） 10：30 ～ 11：15 図書館

絵本読み聞かせ教室 8日（土） 10：00 ～ 11：00 和田地域福祉センター

白浜おはなし会 8日（土） 10：30 ～ 11：30 白浜公民館
とみうら絵本だいすきの会 9日（日） 11：00 ～ 11：30 とみうら元気倶楽部
おはなしだいすき 15日（土） 10：30 ～ 11：30 富山公民館

絵本の読みがたり 28日（金） 11：00 ～ 11：30 子育て支援センター　ほのぼの 子育て支援センター　ほのぼの　☎ 40―5111

絵本の読み聞かせ  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

項　　目 対　象　児 と　　　き と　こ　ろ
１歳６か月児健診 １歳６か月～１歳８か月 7日（金）

12:45～13:00（受付） 千倉保健センター
３歳児健診 ３歳４か月～３歳６か月 11日（火）

▲  健康支援課　☎ 36－ 1152

健診  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

☎ 40－5111申 問

　にこにこひろばでは、親子が気軽に遊んだり、交流した
り、仲間づくりをします。子育てについてわからないこと
や、困っていることはスタッフが相談に応じます。
　0歳から4歳までのお子さんをお待ちしています。

　今月の行事をお知らせします。
　会場の記載のないものは、子育て支援センター（南
房総市珠師ヶ谷1289番地13）で開催されます。

にこにこひろば
休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始
開館時間　午前9時30分から午後4時まで

 年齢にあわせた親子遊びや手遊び、制作など。
定　　員　10組程度　締め切り　教室の前日

にこにこ教室（あそびの教室）　

対　象　児 と　　き
2 か月～お座りができる子ども 8月12日(水) 9:45～ 10:45

　妊娠中を健康に過ごせるよう、また友だちづくりの
場として妊婦や夫、祖父母など家族を対象に開催しま
す。１コース4回で、毎月1回開催します
と　　き　8月25日（火）13：00 ～ 15：30
内　　容　 第１回　妊娠中の過ごし方について
締め切り　8月21日（金）

親子きずなの教室　

　誕生月のお子さんをみんなでお祝いします。当日は、
対象以外のお子さんも、にこにこひろばを利用できます。
対　　象　８月生まれのお子さん
と　　き　8月28日（金） 11：30～  締め切り　8月27日（木）

お誕生会

と　　き　８月１日（土）　10：00～ 12:00
内　　容　 水遊び（ヨーヨー釣りや絵の具遊び、おもちゃ

作りなど）、発達障害を理解しよう（ムーブメ
ント遊び、座談会）

締め切り　7月31日（金）
持 ち 物　 着替え（子ども用・大人用）、タオル、水筒、水

着または汚れてもよい洋服

ファミリーデー

　スタッフが地域に出向いて親子の交流の場を提供する「出
張にこにこひろば」を開設します。井戸端も実施しています。

～「出張にこにこひろば」～

　離乳食の講話や調理、試食など。
と　　き　8月28日（金）9：45～ 12：30
内 　 容　 これから離乳食を始める乳児または離乳食を

始めている乳児（1回食・2回食・3回食対応）
締め切り　8月21日（金）

もぐもぐ教室（離乳食教室）

　ボランティアが、コーヒーや紅茶などの飲み物とお
菓子を用意してお待ちしています    。（100 円）
と　　き　8月28日（金）　10：00 ～ 12：00

「なごみ喫茶」でホッと一息

場　所 と　き
富山公民館 8月　7日（金）

10:00 ～ 15:00とみうら元気倶楽部 8月20日（木）
三芳保健福祉センター 8月19日（水）

白浜フローラルホール
8月10日（月） 10:00 ～ 11:30
8月27日（木）

10:00 ～ 15:00千倉保健センター 8月　6日（木）
和田コミュニティセンター 8月26日（水）

※その他、井戸端の日程等詳細はお問い合わせください。

　赤ちゃんのいるお母さんたちの出会いの場です ｡
赤ちゃん集まれ　毎月第1・第3水曜日は赤ちゃんデー
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離婚・相続などの相談。
とき／８月27日（木）
ところ／富山公民館　担当相談員／弁護士

　 　社会福祉協議会　☎４４－３５７７

離婚後の養育費の問題の解決に向け、専門に扱
う弁護士による相談。
秘密は守られます。（託児サービスあり）
とき／８月 29 日（土）１人 30 分程度
ところ／千倉介護予防センター　ゆらり１階

　 　一般財団法人
　　　千葉県母子寡婦福祉連合会事務局
　　　☎０４３－２２２－５８１８

遺言・任意後見・尊厳死宣言・離婚などの公正
証書作成の相談。
とき／８月11日（火）
ところ／南房総市役所本館打合せ室

　 　館山公証役場　☎２２－５５２８

子育て相談、幼児相談、ことばの相談。
とき／随時受付。受付後に相談日を連絡。
ところ／子育て支援センターほのぼの

　 　子育て支援センターほのぼの
　　　 ☎４０－５１１１

税金全般・記帳の相談。
とき／８月18日（火）
ところ／税理士会館山支部（館山市北条1076）

　 　税理士会館山支部　☎２３－４１３２

相続、成年後見、遺言、サラ金などの借金、登
記、離婚などの法律相談全般
とき／８月７日(金)※１時間で完全予約制
　　　 午後５時～６時、午後６時～７時、
　　　午後７時～８時　各４組
ところ／館山市菜の花ホール（中央公園脇）
相談員／司法書士

　 　予約受付　8月3日（月）～ 6日（木）
　　　 午前10時～午後６時まで
　　　 堀川事務所　☎２４－３５０１

住まいの耐震性、新築やリフォームなど住宅全
般の相談。
とき／９月２日（水）　ところ／富山公民館

　 　管理課　☎３３－１１０２

介護の事、介護保険の事、何でもご相談下さい。
　　　　４日（火）とみうら元気倶楽部
　　　　15日（土）富山公民館
　　　　25日（火）三芳農村環境改善センター
相談員／南房総市地域包括支援センター職員

　 　地域包括支援センター（内房地区）
　　　☎２０－４０６０
　　　健康支援課　☎３６－１１５２

そうだん案内 ●すべて無料です。お気軽にご利用ください●

南房総市地域包括支援センター
出張介護個別相談会  午後１時30分～午後４時

税金相談

千葉司法書士会館山支部法律相談

住まいの相談　午後１時～午後４時

育児相談

法律相談　午後１時～午後４時

公証人相談　午後１時～午後４時

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

多重債務相談、サービス・商品に関する相談・苦情。
　　　　4日（火）・7日（金）・11 日（火）
　　　　14日（金）・25日（火）・28日（金）

※ 来所による相談は、原則として事前予約制で
す。相談場所は予約時にお伝えします。
※ 電話による相談は、商工課内の消費生活相談
専用電話（☎３３－４３００）
　 　商工課　☎３３－１０９２

地域漁業への就業を希望している人を対象に、
情報提供や相談に応じます。
とき／８月21日(金)
ところ／安房合同庁舎３階中会議室
　千葉県館山水産事務所　改良普及課

　　☎２２－５７６１

消費生活相談　午前10時～午後３時
館山地域漁業就業相談会　午後１時～午後４時

8 月

8月

いじめ、家庭内の問題。
　　　　６日（木）白浜地域センター
　　　　14日（金）とみうら元気倶楽部
　　　　18日（火）三芳農村環境改善センター
　　　　20日（木）丸山公民館
　市民課　☎３３－１０５１

人権相談　午後１時～午後４時

8 月

年金、保険などの国の行政全般に関する意見や要望。
　　　　10日（月）朝夷行政センター
　　　　12日（水）とみうら元気倶楽部
　　　　14日（金）富山公民館
　　　　19日（水）白浜地域センター
　　　　20日（木）丸山公民館
　　　　21日（金）三芳農村環境改善センター
　　　　26日（水）和田地域福祉センター
　秘書広報課　☎３３－１００２

行政相談　午後１時30分～午後４時

8 月

養育費等の相談会　午後１時30分～午後４時
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テーマ：ふるさと（郷土）料理
｠
対 象 者／ 市内小中学生を含む個人またはグルー

プ（親子・家族での参加もできます）。
作品規定／ 南房総市産の食材を１品以上使用し、

南房総の郷土料理にアレンジを加えた
未発表の料理

応募期間／９月４日（金）まで
一次審査（書類審査）／ 9月下旬
最終審査（実 食審査）／ 10月18日（日）午後2時から
　　　　　三芳農村環境改善センター
賞　　品／ 入賞者には賞状と副賞を贈呈します。

（小中学生の応募者全員に記念品を贈
呈します）

　　　　　① 最優秀賞：１作品（３万円相当）
　　　　　② 優秀賞：３作品（１万円相当）
　　　　　③ 千倉町料理飲食店組合賞：複数作品

（5千円相当）
　　　　　④審査員特別賞：複数作品（3千円相当）
応募方法／ 申込用紙に必要事項を記入し、各学校

または農林水産課地域資源再生室に提
出してください。（郵送、電子メール
可）。申込用紙は、市のホームページか
らダウンロードできます。

　 　地域資源再生室　☎３３－１０７３

人口の動き（平成27年7月１日現在）

※外国人住民を含みます。　（　）内は前月比

総人口　　40,634 人（－ 39）
　
　　男　　19,486 人（－ 25）

　　女　　21,148 人（－ 14）

世帯数　17,308 世帯（＋ 12）

出生　 10 人

死亡　 49 人

転入　 84 人

転出　 84 人

　　　　
休日当番医　　8月

8月の納税 ▶ 納期限8月31日（月）

市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料

（第２期）
（第２期）
（第２期）
（第２期）

安房地域医療センター
 （☎ 25－ 5111）は、毎日 24時間体制で救急患者
を受け入れています ｡
　そのほかの当番医は次のとおりです ｡

　２日（日）
　東条病院（鴨川）０４－７０９２－１２０７
　９日（日）
　花の谷クリニック（千倉）４４－５３０３
　館山病院（館山）２２－１１２２
１６日（日）
　鋸南病院（鋸南）５５－２１２５
２３日（日）
　花の谷クリニック（千倉）４４－５３０３
　館山病院（館山）２２－１１２２
３０日（日）

　花の谷クリニック（千倉）４４－５３０３
　赤門整形外科内科（館山）２２－０００８

和田地区ふるさと美化運動

と　き　９月６日（日）　ところ　地区全域
    和田地域センター　 ☎４７―３１１１

昨年度の最優秀賞「ひまわりハンバーグ」

南房総食材を使った
料理コンテスト


